
 

貸 借 対 照 表
2026年3月31日現在

株式会社アルカンシエル
第 ４４期

（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

      

流動資産 299,209 流動負債 1,247,872

現金及び預金   170,322 買掛金 384,423

売掛金 12,363 １年内返済予定の長期借入金 71,436

商品 26,262 リース債務 2,651

貯蔵品 4,987 未払金 140,253

前払費用 55,808 未払費用 68,264

未収入金 25,616 未払法人税等 13,810

その他 3,848 前受金 467,861

預り金 4,406

固定資産 2,773,397 賞与引当金 57,900

有形固定資産 1,001,706 その他 36,866

建物  904,174

構築物 24,295 固定負債 1,471,102

機械及び装置 1,566 長期借入金 605,927

車輛運搬具 2,046 長期リース債務 1,150

工具器具備品 66,005 預り保証金 283,000

リース資産 3,618 資産除去債務 581,025

無形固定資産 49,555 負 債 合 計 2,718,975

ソフトウェア 48,980 純 資 産 の 部

その他 575

株主資本 353,631

投資その他の資産 1,722,134 資本金 58,600

出資金 1,510 利益剰余金 295,031

差入保証金 848,236 利益準備金 14,650

繰延税金資産 868,622 その他利益剰余金 280,381

その他 3,766 別途積立金 4,080,000

繰越利益剰余金 △ 3,799,618

純  資  産  合  計 353,631

資 産 合 計  3,072,607 負 債 純 資 産 合 計 3,072,607



個別注記表 

 

1.会計方針に関する事項 

① 重要な資産の評価基準及び評価方法 

イ 商品 

最終仕入原価法による原価法 

   ロ 貯蔵品 

最終仕入原価法による原価法 

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

イ 有形固定資産（リース資産を除く） 

建物（建物附属設備を除く） 

定額法 

建物以外の有形固定資産 

定率法 

ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっております。 

なお、事業用定期借地契約による借地上の建物及び構築物につきましては、主に耐用年数を定期借地権

の残存年数とした定額法によっております。 

耐用年数は次の通りであります。 

建物     3年～41年 

構築物        5年～25年 

機械及び装置 10年 

車輛運搬具  4年～7年 

工具器具備品 2年～15年 

ロ リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

ハ 無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法 

なお、耐用年数は、次の通りであります。 

ソフトウェア 5年 

③ 重要な引当金の計上基準 

イ 賞与引当金 

従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上しております。 

④ 重要な収益及び費用の計上基準 

 当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足

する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下の通りであります。取引の対価は履行義務を充足してから主

として1年内以内に受領しているため、重要な金融要素は含んでおりません。また、対価の金額が変動しうる重要

な変動対価はありません。 

主に顧客に挙式披露宴サービスの提供を行っております。これについては、挙式披露宴が終了した時点で履行義

務が充足されると判断し、終了時に収益を認識しております。 

 なお、挙式披露宴サービスのうち、代理人に該当すると判断したもの（衣裳レンタル及び装花等）については、

顧客から受取る対価の総額から外注先に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識しております。 

 

2.当期純利益 

 当期純利益は、344,914千円であります。 

 


